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論文内容の要旨
石油貯槽底隅角部の内側溶接金属全周に，水張り試験後，微細な横割れが生じる場合が少なくはない。
乙の横割れが発見されると再補修して完全に割れを除かねばならず，多大の費用と時間を必要とする。
一方，乙のようなミクロ割れについては殆んど研究がなされておらず不明な点が多い。
本研究は乙のミクロ割れを再現する乙とにより その発生原因の究明および割れ防止対策の確立を目
的として行われたもので，次の 8 章からなっている。
まず第 1 章では，石油貯槽の底隅角部に生じるミクロ割れの問題点を整理するとともに，本研究の目
的を述べている。
第 2 章では， ミクロ割れを生じた石油貯槽数器について詳細な調査を行い， ミクロ割れの形態を明ら
かにするとともに，乙のミクロ割れは本質的には水素による溶接低温割れである乙とを示している。
第 3 章では，水張試験時における底隅角部の応力ならびに変形挙動について，有限要素法による解析
結果を述べている。
第 4 章では，拘束隅肉溶接継手引張試験装置 (R TT装置) ，および三点曲げ試験装置によってミク
ロ割れが再現し得る乙とを確かめるとともに， ミクロ割れは溶接金属内深部に生じる割れ(タイプ I 割
れ)と溶接金属外面から生じる割れ(タイプE割れ)に分類され，タイプ I 割れは，溶接金属の硬さ，
溶接残留応力および溶接部の水素量に影響されることを明らかにしている。
第 5 章では，水張試験前i乙溶接金属に施されるグラインダー仕上げが，溶接金属表面付近の組織変化
や硬さ変化，ならびに応力分布に影響を及ぼし，タイプE割れの発生原因になる乙とを述べている。
第 6 章では， ミクロ割れを防止する方法として，タイプ I 割れに対しては予熱パス間温度を 100 0C以
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上に保持する乙とが有効であり，タイプE割れに対してはプラスト処理が有効であることを述べている。
第 7 章では，タイプ I 割れの存在する溶接金属の疲労試験を行うことにより，貯槽使用中にこの割れ
が進展して，溶接部の破損につながる可能』性はきわめて少ないことを示している。
第 8 章では，以上の研究結果を総括し，結論を述べている。
論文の審査結果の要旨
石油貯槽底隅角部の内側溶接金属全周に，水張り試験後，微細な横割れが生じる場合が少なくない。
この横割れが発見されると再補修して完全に割れを除かねばならず 多大の時間と費用を必要とする。
一方このようなミクロ割れについては殆んど研究がなされておらず，不明な点が多い。
本論文は乙のミクロ割れを再現する乙とにより その発生原因の究明および割れ防止対策の確立を目
的として行われたもので 得られた主な知見は次のごとくである。
(1) ミクロ割れを生じた石油貯槽について 詳細な調査を行い ミクロ割れの形態を明らかにするとと
もに，このミクロ割れは本質的には水素による溶接低温割れであることを示している。
(2) 拘束隅肉溶接継手引張り試験装置および三点曲げ試験装置を用いる乙とにより 乙のミクロ割れ
が正しく再現できる乙とを確かめるとともに ミクロ割れには溶接金属内深部に生じる割れ(タイプ I
割れ)と溶接金属外面から生じる割れ(タイプE割れ)に分類され，タイプ I 割れは溶接金属の硬さ，
溶接残留応力および溶接部の水素量に影響される乙と，また，タイプE害Ijれは水張試験前のグラインダ
ー仕上げによる溶接金属表面付近の組織変化や硬さ変化および応力分布に影響される乙とを見出してい
る。
(3) これらのミクロ割れを防止する方法として，タイプ I 割れに対しては予熱パス間温度を 100 0C 以上
に保持することが有効であり，またタイプE割れに対してはプラスト処理が有効であることを明らかに
している。
以上のごとく本論文は大型石油貯槽底隅角部に発生するミクロ割れの実態および，その発生原因を明
らかにするとともに割れ防止法を確立した成果を述べたもので，溶接工学上，技術上寄与するところ大
である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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